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Abstract
　Two species of land crabs are reported from Yoron 
Island in the central Ryukyu Islands of Japan: 
Cardisoma carnifex (Herbst, 1796) and Epigrapsus 
politus Heller, 1862. This is the first record of E. 
politus on the island. Brief notes on the habitats of 
these species are also provided.

はじめに
オカガニ類は，オカガニ科に属する陸棲カニ

類で，生活史の初期には海域にて幼生期を過ごす
ことが知られている（藤田，2009）．著者らは近年，
鹿児島県与論島における陸棲・陸水棲十脚甲殻類
相調査を実施しているが，その過程にてオオオカ
ガニ Cardisoma carnifex (Herbst 1796)とヤエヤマ
ヒメオカガニ Epigrapsus politus Heller, 1862を確
認した．従来，与論島からは，オオオカガニ（別
称：ミナミオカガニ，ギダーサオカガニ）C. 

carnifex，オカガニ Tuerkayana hirtipes (Dana, 1851)，
ヘリトリオカガニ Tuerkayana rotundum (Quoy & 

Gaimard, 1824)，ムラサキオカガニ Gecarcoidea 

lalandii H. Milne Edwards, 1837の 4種が記録され
ていた（Sakai，1976；藤田，2022，2023；藤田・
水山，2024）．本報では，ヤエヤマヒメオカガニ
を標本に基づく与論島初記録として報告すると共
に，オオオカガニとヤエヤマヒメオカガニの生息
環境についても記述する．

材料と方法
オカガニ類の採集調査は，2024年 7月 12–14

日に与論島北東部の皆田付近の海岸と，2024年

11月 15–17日に与論島東部の大金久海岸に流入
する水路河口部に位置する湿地にて実施し，全て
徒手にて採集した．採集した個体は宿にて冷凍し
て研究室に持ち帰り，解凍後に写真撮影を行った．
保存標本は，デジタルノギスを用いて最大甲長お
よび甲幅を計測し，雌雄を判別した．本研究で得
られた標本は，全て琉球大学博物館（風樹館，
RUMF: Ryukyu University Museum, Fujukan）に収
蔵した．

結果と考察
Cardisoma carnifex (Herbst, 1796)

オオオカガニ
（図 1A, 2）

調査標本　1 雌（RUMF-ZC-6170，甲長 48.0 

mm，甲幅 56.6 mm），2024年 11月 16日，クジ
リの湿地部（与論島の大金久海岸流入水路河口
部），藤田喜久採集．
備考　今回得られた標本（図 1A）は，（1）甲

の前側縁が強く張り出し，稜線は不明確で丸みを
帯びること，（2）頬部の毛束が八の字状に生じる
こと，（3）左右の鉗脚の大きさが著しく異なるこ
とから，藤田（2009）で示されたオオオカガニ
Cardisoma carnifex (Herbst, 1796)の特徴によく一
致していた．なお，本種の和名については「ミナ
ミオカガニ」が用いられることが多いが（例えば
Sakai，1976），本研究では平田ほか（1973）に従った．
今回，本種が確認された場所は，与論島東部

の大金久海岸に流入する水路河口部（クジリ）に
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位置する砂泥底質の湿地であり，夜間に徘徊して
いる本種個体が観察された．また，同所には多数
の巣穴が存在しており（図 2B），さらに多くの個
体が生息しているものと考えられる．ただし，こ
の湿地は非常に狭い面積であり（地理院地図電子
国土web上の測量ツールで計測して200 m2未満），
また，隣接する海岸林内では巣穴は観察されな
かったことから，本種の生息範囲は極めて狭いこ
とが推察された．オオオカガニは，琉球列島の河
口域湿地やマングローブ域に生息する普通種であ
る（藤田，2009）．しかし，与論島は島が石灰岩
で構成されているために河川等の陸水環境に乏し
く，本種の生息可能な環境は，同島の東部にある
大金久海岸に流れ込む水路河口部周辺（クジリ），
同島西部の湧水を起源とし茶花海岸に流れ込む小
水路周辺（ウフインジュ），同島南部のハキビナ
海岸に流れ込む小水路周辺などに限定される．さ
らに，ウフインジュとハキビナ海岸に流れ込む小
水路はコンクリート護岸化が顕著であり，本種の
生息は確認できなかった．また，Sakai（1976）は，
本種を与論島から記録しているが，その採集地の
詳細は不明である．以上のことから，現状，与論
島における本種の生息地はクジリ湿地に限られて
いる可能性が高く，今後の開発等を避けるための
保全策を講じる必要がある．なお，同島にて
2024年 11月 8–10日に発生した豪雨災害（山本，
2024）では，クジリ湿地でも植生が一掃される環
境改変の事例が発生したが（図 2C，D），その直

後（2024年 11月 16日）においても本種の生息
及び複数の巣穴が確認された（図 2A）．

Epigrapsus politus Heller, 1862

ヤエヤマヒメオカガニ
（図 1B）

調査標本　1 雄（RUMF-ZC-6171，甲長 10.0 

mm，甲幅 12.5 mm），2024年 7月 12日，皆田海
岸の飛沫転石帯，藤田喜久・水山　克採集．
備考　今回得られた標本（図 1B）は，甲の前

側縁の歯が著しく小さいこと，第 3顎脚がほぼ正
方形となること，歩脚の表面に小棘や剛毛が少な
いことから，先行研究におけるヤエヤマヒメオカ
ガニ Epigrapsus politus Heller, 1862の特徴に良く
一致していた（Osawa & Fujita，2005；鈴木ほか，
2008；藤田，2009）．
本種は，国内では琉球列島に分布しており，特

に沖縄県の島嶼から多数の報告記録がある（鈴木
ほか，2008；藤田，2017）．鹿児島県下における
本種の記録は奄美大島と徳之島のみであり（鈴木
ほか，2008），本報は与論島における本種の初記
録であり，かつ，鹿児島県下における 3島目の分
布記録となる．本種は，鹿児島県レッドデータブッ
クにて「準絶滅危惧」と評価されている希少種で
ある（鈴木，2016）．また，本種は，海岸の飛沫
転石帯に強く依存して生息することが知られてい
るが（Osawa & Fujita, 2005；鈴木ほか，2008；藤

図 1．与論島から採集されたオカガニ類 2種．A，オオオカガニ，全体背面；B，ヤエヤマヒメオカガニ，全体背面．
Fig. 1. Two land crab species collected from Yoron Island, central Ryukyus, southwestern Japan. A, Cardisoma carnifex (Herbst 1796), whole 

animal, dorsal view; B, Epigrapsus politus Heller, 1862, whole animal, dorsal view.
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田，2017），本研究においても与論島の 4箇所の
海岸（皆田海岸，中金久海岸，赤崎海岸，前浜海
岸の西部に位置するウジジ；ただし，保存標本は
皆田海岸の 1個体のみ）の飛沫転石帯から確認さ
れた．現在のところ，与論島の海岸環境は良好に
保たれているが（藤田，2023），飛沫転石帯環境
は海岸開発の影響を受けやすいことが指摘されて
いることから（藤田，2018），今後も注視する必
要がある．
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ら見た湿地の様子）．

Fig. 2. Habitat of Cardisoma carnifex (Herbst 1796). A, In situ photograph of C. carnifex, photo taken on November 16, 2024; B, borrows of 
C. carnifex, photo taken on August 14, 2024; C, Kujiri Swamp of Yoron Island, photo taken on August 14, 2024 (Kujiri Bridge is visible on 
the left of the photo); D, same, photo taken on November 16, 2024 (viewing the Kujiri Swamp seen from Kujiri Bridge).
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